
開
会
に
あ
た
っ
て
倉
掛
自
治

連
合
会
の
片
岡
宏
文
会
長
は
、

「
多
く
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

は
戦
後
の
激
動
の
時
代
を
生
き

抜
き
、
現
代
の
平
和
な
日
本
を

築
く
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
本
日
は
催
し
物
を
用
意
い

た
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

妹
尾
文
彦
市
議
は
「
皆
様
の
元

気
な
お
姿
に
接
し
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
の
会
を
毎
年
主
催
さ

れ
る
自
治
連
合
会
の
皆
様
に
敬

意
を
表
し
ま
す
」
。
民
生
児
童

委
員
を
代
表
し
て
細
羽
正
敏
氏

は
「
井
原
地
区
助
け
合
い
セ
ン

タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
頼
め
る
取
り
組
み

の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
、
地
域
の

動
き
も
紹
介
し
た
。

米
寿
記
念
写
真
贈
呈
に
続
い

て
１
部
の
演
芸
に
入
り
、
ゲ
ス

ト
の
日
本
舞
踊

花
の
会

の

メ
ン
バ
ー
が
「
新
隅
田
川
」

「
桑
名
の
殿
様
」
な
ど
を
あ
で

や
か
に
披
露
（
写
真
下
）
。
続

い
て
２
部
で
福
山
市
坪
生
の
オ

カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
５
人
が
「
旅

愁
」
「
瀬
戸
の
花
嫁
」
な
ど
10

曲
を
演
奏
。
澄
ん
だ
音
色
の
曲

目
が
終
わ
る
ご
と
に
、
館
内
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

最
後
に
も
れ
な
く
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、
記
念

撮
影
後
、
閉
会
し
た
。

毎
月
１
日
は
郷
社
足
次
山
神

社
の
定
例
清
掃
日
。
10
月
１
日

は
午
前
８
時
頃
か
ら
２
～
３
時

間
、
神
社
総
代
を
は
じ
め
倉
掛

夏
目
の
住
民
約
10
人
が
草
取
り

や
枯
れ
葉
の
片
付
け
に
汗
を
流

し
た
。

郷
社
の
氏
子
は
、
倉
掛
と
夏

目
を
合
わ
せ
約
５
０
０
世
帯
。

清
掃
に
協
力
し
て
い
る
人
た
ち

ら
は
「
５
反
近
い
面
積
の
境
内

を
綺
麗
に
し
よ
う
と
、
わ
ず
か

の
人
が
毎
月
頑
張
っ
て
も
焼
け

石
に
水
。
例
え
ば
倉
掛
夏
目
両

区
か
ら
１
世
帯
１
人
出
て
、
５

０
０
人
規
模
の
大
清
掃
団
を
結

成
し
、
地
域
総
ぐ
る
み
に
よ
る

掃
除
を
年
数
回
実
施
す
べ
き
。

と
に
か
く
今
の
ま
ま
で
は
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
現
状

打
破
を
訴
え
て
い
る
。

一
方
、
「
両
区
の
住
民
が
１

世
帯
当
た
り
五
千
円
～
１
万
円

の
神
社
費
を
毎
年
拠
出
す
れ
ば

清
掃
の
外
部
委
託
も
可
能
。
浄

財
の
積
立
て
に
よ
っ
て
、
老
朽

化
し
た
社
務
所
の
建
替
え
も
可

能
と
な
る
は
ず
。
巨
木
の
枝
打

ち
費
用
も
捻
出
で
き
る
」
と
し

て
、
神
苑
美
化
の
具
体
案
や
運

営
安
定
化
に
向
け
た
斬
新
な
声

も
広
が
っ
て
い
る
。

郷
社
に
関
し
て
つ
ど
え
～
る

で
今
年
２
月
、
総
代
と
倉
掛
自

治
連
合
会
が
地
元
住
民
を
交
え

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、

役
員
人
事
や
境
内
の
清
掃
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
、
意

見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

井
原
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
ぼ
っ
け
え
体

操
」
が
つ
ど
え
～
る
で
９
月
15

日
か
ら
始
ま
り
、
倉
掛
の
住
民

ら
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
体
操
は
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
と
元
気
ア
ッ
プ
体
操
を

セ
ッ
ト
で
行
い
、
健
康
的
な
生

活
に
求
め
ら
れ
る
体
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が

目
的
。

10
月
13
日
は

20
人
が
準
備
体

操
・
重
り
を
つ

け
て
の
筋
力
運

動
・
腕
や
足
の

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
約
40
分
間
行
っ
た
。

12

月
中
旬
ま
で
の
開
催
日
時

は
、
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30

分
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
つ
ど

え
～
る
へ
。

倉
掛
文
化
祭
実
行
委
員
会
が

つ
ど
え
～
る
で
９
月
16
日
、
倉

掛
自
治
連
合
会
を
は
じ
め
、
消

防
団
第
３
部
、
倉
掛
少
年
団
育

成
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
井
原
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

片
岡
宏
文
自
治
連
合
会
長
が

会
議
の
進
行
役
を
務
め
、
第
５

回
倉
掛
文
化
祭
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
結
果
、
開
催
日
は
12
月

９
～
10
日
の
２
日
間
に
決
定
。

必
要
な
展
示
パ
ネ
ル
数
や
井
原

市
及
び
同
教
育
委
員
会
な
ど
へ

の
後
援
依
頼
等
を
確
認
し
た
。

要
項
は
回
覧
ル
ー
ト
で
配
布
。

出
品
は
前
回
同
様
、
趣
味
作
品

や
珍
品
な
ど
約
百
点
を
見
込
ん

で
い
る
。

第
２
回
実
行
委
員
会
は
、
出

品
申
込
締
切
後
の
11

月
26

日

（
日
）
19
時
よ
り
、
つ
ど
え
～

る
で
行
わ
れ
る
。
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（１）

〈発行所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

３
カ
月
計
画

 若林恵美子(98)２ 組

 田中真佐枝(98)15-1組

 川田 玉枝(96)16 組

 若林 義夫(96)10 組

 瀬川 秋子(95)18-1組

 下宮 清子(94)５-1組

 山岡 許恵(94)17 組

 小林八重子(94)13-1組

 大久保政子(94)８ 組

 佐能ミツエ(93)５-2組

 川相 良子(93)５-2組

 井上 伴枝(93)15-2組

 関戸 良香(93)４ 組

 倉橋 正美(92)13-2組

 佐能 千年(92)16 組

 山岡 光子(92)７ 組

 高下喜久藏(92)13-2組

 片岡 正年(91)14 組

 和田 克巳(91)18-1組

 遠藤 生三(91)８ 組

 片岡 瀧子(90)11 組

 倉橋 昭二(90)７ 組

 橋本 照子(90)11 組

 細羽美津子(90)５-2組

 森兼美知子(90)８ 組

 若林智和子(89)10 組

 丸山 澄子(89)18-2組

 船橋 知(89)１ 組

 和田 静子(89)18-1組

 濱田 晃(88)18-1組

《倉掛ご長寿番付》
10月15日現在 敬称略

倉
掛
地
区
敬
老
会
（
倉
掛
自
治
連
合
会
主
催
）

が
９
月
３
日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
75
歳
以
上

の
お
年
寄
り
34
人
（
写
真
左
）
が
出
席
し
た
。

倉
掛
文
化
祭
は

12
月
９
～
10
日

倉
掛
自
治
連
主
催

出

席

者

は

増

加

神
苑
美
化
や
運
営
安
定
化
急
務

斬
新
な
声
相
次
ぐ

倉掛地区
敬 老 会

郷社問題

体力測定を行う戸井淑
恵さん（倉掛17組）



一
行
は
午
前
６
時
30
分
に
バ

ス
で
つ
ど
え
～
る
を
出
発
し
、

約
２
時
間
で
宮
島
口
に
到
着
。

さ
っ
そ
く
フ
ェ
リ
ー
で
宮
島

へ
渡
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
紅
葉

谷
駅
手
前
か
ら
右
へ
そ
れ
て
登

山
道
へ
。
上
り
坂
は
大
方
の
予

想
よ
り
も
険
し
か
っ
た
が
、
約

90
分
で
登
頂
。
展
望
台
で
大
パ

ノ
ラ
マ
を
楽
し
ん
だ
。

不
消
霊
火
堂
か
ら
厳
島
神
社

の
西
側
に
下
る
大
聖
院
コ
ー
ス

は
２
２
０
０
の
石
段
が
あ
り
、

予
定
ど
お
り
午
後
１
時
に
国
民

宿
舎
杜
の
宿
へ
着
い
た
が
、
皆

の
足
は
ガ
ク
ガ
ク
状
態
に
。

入
浴
と
食
事
を
済
ま
せ
て
か

ら
表
参
道
を
散
策
し
、
午
後
４

時
発
の
フ
ェ
リ
ー
で
宮
島
口
へ

渡
り
、
一
路
井
原
へ
。
午
後
６

時
40
分
、
無
事
に
つ
ど
え
～
る

へ
帰
っ
た
。

３
世
代
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
会
が
郷
社

足
次
山
神
社
の

境
内
で
９
月
24

日
、
倉
掛
少
年

団

と

同

育

成

会
、
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
会
員
ら

45
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。

午
前
９
時
20
分
、
７
組
に
分

か
れ
て
同
時
ス
タ
ー
ト
。
枯
れ

葉
や
石
碑
な
ど
が
あ
っ
て
思
う

よ
う
に
玉
を
打
て
な
い
ホ
ー
ル

が
多
く
、
工
夫
し
な
が
ら
笑
顔

で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

結
果
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

２
つ
出
し
た
井
上
純
志
さ
ん

（
サ
ロ
ン
あ
す
は
）
＝
写
真
右

＝
と
松
田
笛
太
郎
君
（
少
年

団
）
が
と
も
に
48
点
を
マ
ー
ク

し
て
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

６
チ
ー
ム
に
よ
る
平
成
29
年

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

の
最
終
戦
が
９
月
24
日
、
井
原

小
学
校
で
行
わ
れ
た
。

倉
掛
は
第
１
試
合
で
新
町
と

対
戦
。
初
回
に
６
点
、
２
回
に

４
点
を
入
れ
て
有
利
な
展
開
に

持
ち
込
ん
だ
が
３
回
、
新
町
の

猛
攻
撃
で
形
勢
は
逆
転
。
規
定

に
よ
る
時
間
切
れ
で
敗
れ
た
。

２
試
合
目
は
攻
守
に
冴
え
を

見
せ
る
夏
目
に
対
し
て
倉
掛
の

動
き
は
い
ま
一
つ
。
毎
回
得
点

を
許
し
て
最
終
試
合
も
白
星
で

飾
れ
ず
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
６
勝

４
敗
の
成
績
で
終
え
た
。

和
算
の
絵
馬
「
算
額
」
を
調

査
研
究
し
て
い
る
立
岩
氏
（
兵

庫
県
）
が
９
月
20
日
、
郷
社
足

次
山
神
社
を
訪
れ
、
佐
藤
善
一

郎
貞
次
及
門
人
と
山
成
恒
八
貞

正
ら
が
明
治
８
年
に
奉
納
し
た

算
額
２
面
を
見
学
し
た
。

郷
社
総
代
と
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
役

員
が
奉
納
額
を
拝
殿
へ
運
び
出

す
と
、
立
岩
氏
は
「
文
字
が
鮮

明
」
と
絶
賛
。
こ
の
ほ
か
、
山

田
方
谷
の
手
形
入
り
揮
毫
の
書


福
寿

を
目
の
当
た
り
に
し

て
「
４
歳
の
筆
づ
か
い
と
は
思

え
な
い
」
と
び
っ
く
り
。
こ
れ

ら
が
指
定
文
化
財
で
は
な
い
こ

と
な
ど
を
確
認
し
た
。

「
井
原
自
慢
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
２
０
１
７
つ
ど
え
～
る
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
受
付
が

10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

つ
ど
え
～
る
で
は
「
井
原
の

魅
力
や
ま
ち
づ
く
り
、
祭
り
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
平
成
29
年
１

月
１
日
～
11
月
30
日
ま
で
に
撮

影
さ
れ
た
個
性
的
な
写
真
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。
応
募
は
無
料
。
締
切

は
12
月
３
日
。
作
品
展
示
は
12

月
13
日
～
翌
年
１
月
７
日
ま
で

行
わ
れ
、
表
彰
は
金
・
銀
・
銅

・
特
別
賞
が
あ
る
。
詳
し
く
は

つ
ど
え
～
る
事
務
局
へ
。
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10/20  サロンあすはふれあい交流会

10/22  井原町秋季大祭・鬼祭り

11/ 5  井原分団第３部試運転日

11/ 5  井原公民館主催・球技大会

11/ 5  岡山県高校駅伝競走大会

11/ 5  郷社七五三祈願祭

11/5.11.12 (9:00～12:00)

11/9～15 秋季全国火災予防運動

11/9～10 倉掛少年団・夜警活動

11/11  井原市連合少年団レク大会

11/18  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

11/19  倉掛少年団・資源回収

11/19  井原公民館学習作品発表会

12/ 3  井原分団第３部試運転日

12/ 3  倉掛少年団・クリスマス会

12/ 9  倉掛文化祭 10:00～18:00

12/10  〃 10:00～16:00

- - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆

≪グラウンドゴルフ成績表≫

氏 名 所属 １Ｒ２Ｒ 計

① 松田笛太郎 少年団２６２２４８

② 田中瞭一 〃 ２５２５５０

③ 山成晃司郎 〃 ３４２５５９

③ 大坪寛和 〃 ３２２７５９

⑤ 渡辺龍之輔 〃 ３３３１６４

① 大坪正和 育成会２４２７５１

② 丸山 剛 〃 ２３２９５２

③ 山成秀峰 〃 ２７２６５３

④ 浜田秀樹 〃 ２５３０５５

④ 濱田理恵 〃 ３０２５５５

① 井上純志 サロン２７２１４８

② 寺内知久子 〃 ２８２３５１

③ 瀬川治子 〃 ２６２６５２

④ 丸山節子 〃 ２８２５５３

④ 関戸智津子 〃 ２６２７５３

ホールインワン賞

井上純志 サロン ２回

田原耕太郎 〃 １回

倉橋雅子 〃 １回

細羽正敏 〃 １回

松田笛太郎 少年団 １回

田中瞭一 〃 １回

濱田啓輔 〃 １回

倉 掛 ほ っ と 情 報

つどえ～

るで10月14

日、消防訓

練が行われ

地域住民ら

約60人が参

加した。

午後２時

に１階炊事場で火災が発生したとの模擬通報

を合図に火災報知器を鳴らして訓練を開始。

２階の倉掛公民館に待機していた約50人は、

８月に設置された救助袋を延ばし、北側駐車

場へ全員が滑り下りた。参加者らは「怖くな

かった」「よい体験ができた」「もう一度滑

りたい」などと感想を述べていた。

水消火器を使った初期消火訓練も行われ、

最後に火災に関するＤＶＤを視聴した。

■つどえ～るで消防訓練（10/14）

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
10
月
８
日
、
広
島
県
廿
日
市
市
の
宮
島

登
山
ツ
ア
ー
を
実
施
し
男
女
14
人
が
参
加
、
標
高
５
３
５
ｍ
の

弥
山
で
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
絶
景
を
満
喫
し
た
。
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世
代
Ｇ
Ｇ
交
流
会

兵
庫
県
の
研
究
家

足
次
山
神
社
訪
問

写
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井
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自
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」

つ
ど
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開
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拝
殿
で
算
額
を
調
べ
る
立
岩
氏
ら 育成会主催


